
1

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

５

３

ワ

ダ

パ

オ

』

脚

本
第
一
幕
：
奇
想
天
外
な
新
商
品
発

表
！

シ

ー

ン

１

：

た

い

焼

き

ト

ム

の

朝

（

都

内

の

小

さ

な

た

い

焼

き

屋

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

。

開

店

準

備

中

の

店

内

。

ト

ム

が

エ

プ

ロ

ン

姿

で

ハ

イ

テ

ン

シ

ョ

ン

に

動

き

回

る

）

ト

ム
（

陽

気

に

）

「

オ

ー

ラ

イ

！
今

日

も

フ

ァ

ン

タ

ス

テ

ィ

ッ

ク

で

フ

ァ

ニ

ー

な

一

日

が

始

ま

る

ぞ

ー

！

」

魚

住
（

あ

き

れ

顔

）

「

そ

ん

な

テ

ン

シ

ョ

ン

で

朝

か

ら

バ

テ

ま

せ

ん

？

」



2

ト

ム
（

胸

を

張

る

）

「

ノ

ー

ノ

ー

ノ

ー

！
エ

ネ

ル

ギ

ー

は

無

限

！

ワ

タ

シ

の

情

熱

は

た

い

焼

き

に

注

が

れ

る

！

」

（

ト

ム

、
怪

し

げ

な

箱

を

カ

ウ

ン

タ

ー

に

置

く

）

魚

住

（

警

戒

）

「…
…

そ

れ

、

何

で

す

？

」

ト

ム
（

ニ

ヤ

リ

）

「

今

日

の

新

商

品

、
『

ワ

ダ

パ

オ

た

い

焼

き

』

！

」

魚

住
（

困

惑

）

「

ワ

ダ

パ

オ…
…

っ

て

、
あ

の

イ

ン

ド

の

ス

パ

イ

シ

ー

な

ジ

ャ

ガ

イ

モ

コ

ロ

ッ

ケ

を

挟

ん

だ

バ

ー

ガ

ー

？

」

ト

ム
（

満

面

の

笑

み

）

「Y
E
S

！
た

い

焼

き

の

世

界

に

革

命

を

起

こ

す

一

品

！

」

（

魚

住

、

頭

を

抱

え

る

）

魚

住

「…
…

ま

た

で

す

か

。
絶

対

何

か

ヤ

バ

い

や

つ

で

す

よ

ね…
…

」

シ

ー

ン

２

：

試

作

＆

試

食



3

（

ト

ム

が

生

地

を

伸

ば

し

、

特

製

の

ス

パ

イ

ス

入

り

ジ

ャ

ガ

イ

モ

パ

テ

ィ

を

豪

快

に

挟

む

。

香

ば

し

い

ク

ミ

ン

、

コ

リ

ア

ン

ダ

ー

、

マ

ス

タ

ー

ド

シ

ー

ド

の

香

り

が

立

ち

上

る

）

ト

ム
（

目

を

輝

か

せ

る

）
「

ス

パ

イ

ス

が

踊

る

！

ジ

ャ

ガ

イ

モ

が

熱

狂

す

る

！

そ

し

て

生

地

が

包

み

込

む

！

」

魚

住
（

疑

い

の

目

）

「

い

や

い

や

、
た

い

焼

き

っ

て

普

通

、

あ

ん

こ

が

入

っ

て

る

も

ん

で

す

よ

？

」

（

ジ

ュ

ウ

ゥ

ゥ…
…

。

た

い

焼

き

機

か

ら

湯

気

が

立

ち

上

り

、

黄

金

色

に

焼

き

上

が

る

生

地

）

ト

ム
（

興

奮

）

「

オ

ー

マ

イ

ガ

ー

！
見

て

こ

れ

！

パ

リ

ッ

パ

リ

に

焼

け

た

外

側

！

ほ

ん

の

り

甘

い

生

地

が

ス

パ

イ

シ

ー

な

ワ

ダ

パ

オ

を

包

み

込

み…
…

あ

あ

、

た

ま

ら

な

い

！

」

（

ト

ム

、

で

き

た

て

を

豪

快

に

か

じ

る

）



4

ト

ム
（

至

福

の

表

情

）

「

ク

フ

ッ…
…

！
カ

リ

ッ

と

焼

け

た

外

側

か

ら

じ

ゅ

わ

っ

と

バ

タ

ー

の

香

り

！

中

に

は

ね

っ

と

り

ホ

ク

ホ

ク

の

ポ

テ

ト

フ

ィ

リ

ン

グ

、

ガ

ツ

ン

と

く

る

ス

パ

イ

ス

！

こ

れ

だ

よ

、

こ

れ

が

ワ

タ

シ

の

求

め

た

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

！

」

魚

住

（

お

そ

る

お

そ

る

一

口

）

「…
…

ッ

！

」

（

目

を

見

開

き

、

言

葉

を

失

う

魚

住

。

口

の

中

に

広

が

る

カ

リ

ッ

、

ホ

ク

ホ

ク

、

ス

パ

イ

シ

ー

な

味

覚

の

ハ

ー

モ

ニ

ー

）

魚

住

（

驚

愕

）

「…
…

思

っ

た

よ

り…
…

ウ

マ

い…
…

！

」

ト

ム
（

ド

ヤ

顔

）

「

で

し

ょ

ー

！
？

信

じ

る

者

こ

そ

救

わ

れ

る

の

デ

ス

！

」

魚

住
（

た

め

息

）

「

い

や

、
で

も

こ

ん

な

の

売

れ

る

ん

で

す

か

？

日

本

人

、

ス

パ

イ

ス

強

い

の

苦

手

で

す

よ

？

」



5

ト

ム
（

親

指

を

立

て

て

）
「

ノ

ー

プ

ロ

ブ

レ

ム

！

新

時

代

の

幕

開

け

だ

！

」

第
二
幕
：
ワ
ダ
パ
オ
た
い
焼
き
、

販
売
開
始
！

シ

ー

ン

３

：

お

客

た

ち

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

（

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

オ

ー

プ

ン

。

店

の

前

に

は

す

で

に

行

列

が

で

き

て

い

る

）

O
L

客
（

お

そ

る

お

そ

る

口

に

入

れ

る

）

「…
…

え

っ

！

？

外

は

カ

リ

ッ

、

で

も

中

は…
…

ふ

わ

と

ろ…
…

ス

パ

イ

ス

が

じ

ゅ

わ

ぁ…
…

！

」

（

目

を

見

開

き

、

次

の

瞬

間

に

感

激

の

表

情

）

O
L

客

（

感

動

）

「

な

に

こ

れ…
…

！

バ

タ

ー

の

コ

ク

と

、
ホ

ク

ホ

ク

の

ジ

ャ

ガ

イ

モ

の

甘

さ

、

そ

れ

に

後

か

ら

く

る

ピ

リ

リ

と

し

た

ス

パ

イ

ス

の

刺

激…
…

！

」



6

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

客

（

が

ぶ

り

と

食

ら

い

つ

く

）

「

む

っ

！

？

こ…
…

こ

れ

は…
…

！

」

（

口

の

中

で

弾

け

る

マ

ス

タ

ー

ド

シ

ー

ド

、

香

ば

し

い

ク

ミ

ン

の

香

り

、

そ

し

て

じ

ん

わ

り

広

が

る

ジ

ャ

ガ

イ

モ

の

甘

さ

）

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

客
（

涙

目

）

「

辛

い…
…

な

の

に

、

旨

す

ぎ

る…
…

！

ビ

ー

ル

が

欲

し

く

な

る

味

だ

！

」

大

学

生
（

豪

快

に

頬

張

る

）

「

う

ぉ

ぉ

ぉ

！
外

カ

リ

ッ

！

中

ト

ロ

ッ

！

ス

パ

イ

ス

が

鼻

か

ら

抜

け

る

ぅ

ぅ

！

」

（

悶

絶

し

つ

つ

も

、

手

が

止

ま

ら

な

い

）

女

子

高

生
（S

N
S

用

に

撮

影

し

つ

つ

一

口

）
「

え

っ

、

ま

っ

て…
…

！

甘

じ

ょ

っ

ぱ

い

生

地

に

ス

パ

イ

ス

効

い

て

て

、

め

ち

ゃ

ウ

マ

！

」

（

周

囲

が

「

私

も

！

」

と

次

々

と

購

入

）



7

ト

ム
（

満

面

の

笑

み

）

「

ス

パ

イ

ス

は

愛

、
愛

は

ス

パ

イ

ス

！

た

い

焼

き

の

新

時

代

、

こ

こ

に

爆

誕

デ

ス

！

」

（

次

々

と

客

が

挑

戦

し

、

さ

ま

ざ

ま

な

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

が

続

く

）

第
三
幕
：
お
忍
び
で
来
店
し
た
イ

ン
ド
の
王
侯
貴
族

（

店

の

前

に

漆

黒

の

高

級

車

が

静

か

に

停

ま

る

。

車

の

ド

ア

が

開

き

、

豪

奢

な

刺

繍

が

施

さ

れ

た

ロ

ー

ブ

を

ま

と

っ

た

イ

ン

ド

の

王

侯

貴

族

た

ち

が

姿

を

現

す

。

目

を

引

く

金

の

装

飾

、

ま

ば

ゆ

い

宝

石

の

指

輪

。

彼

ら

の

歩

く

先

に

は

、

こ

ぢ

ん

ま

り

と

し

た

た

い

焼

き

屋

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

が

あ

る

）

貴

族

A

（

興

味

津

々

）

「

ワ

ダ

パ

オ

が

た

い

焼

き

に…
…

？

ま

さ

か

、

そ

ん

な

奇

妙

な

組

み

合

わ

せ

が

あ

り

得

る

の

か

？

」



8

貴

族

B

（

微

笑

み

な

が

ら

）

「

だ

が

、
こ

の

香

り

を

嗅

い

で

み

ろ…
…

ス

パ

イ

ス

の

芳

醇

な

香

り

が

、

ま

る

で

故

郷

に

帰

っ

た

よ

う

な

気

分

に

さ

せ

て

く

れ

る

」

（

扉

を

開

け

る

と

、

ト

ム

が

い

つ

も

の

ハ

イ

テ

ン

シ

ョ

ン

で

迎

え

る

）

ト

ム
（

満

面

の

笑

み

）

「

ウ

ェ

ル

カ

ム

！
オ

ー

、

エ

レ

ガ

ン

ト

な

お

客

様

た

ち

！

よ

う

こ

そ

、

た

い

焼

き

ト

ム

へ

！

」

魚

住
（

小

声

）

「…
…

め

っ

ち

ゃ

偉

い

人

た

ち

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

ト

ム

、

ち

ゃ

ん

と

対

応

で

き

ま

す

？

」

ト

ム
（

親

指

を

立

て

る

）
「

ノ

ー

プ

ロ

ブ

レ

ム

！

ワ

タ

シ

の

た

い

焼

き

、

ど

ん

な

貴

族

も

イ

チ

コ

ロ

デ

ス

！

」

（

王

侯

貴

族

た

ち

が

カ

ウ

ン

タ

ー

に

座

る

。

ト

ム

は

す

ぐ

に

、

黄

金

色

に

焼

け

た

『

ワ

ダ

パ

オ
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た

い

焼

き

』

を

供

す

る

。

熱

々

の

た

い

焼

き

か

ら

、

カ

リ

ッ

と

焼

け

た

香

ば

し

い

香

り

と

バ

タ

ー

の

コ

ク

が

立

ち

上

る

）

貴

族

C

（

慎

重

に

一

口

）

「…
…

ッ

！

」

（

目

を

見

開

き

、

一

瞬

言

葉

を

失

う

。

サ

ク

ッ

と

し

た

外

皮

、

ほ

く

ほ

く

と

し

た

ス

パ

イ

ス

香

る

ポ

テ

ト

フ

ィ

リ

ン

グ

。

ガ

ー

リ

ッ

ク

と

ク

ミ

ン

の

香

ば

し

さ

が

鼻

を

抜

け

、

じ

ゅ

わ

っ

と

広

が

る

バ

タ

ー

の

コ

ク

）

貴

族

D

（

震

え

る

声

で

）

「

こ

れ

は…
…

た

い

焼

き

の

皮

が

こ

ん

な

に

も

ス

パ

イ

ス

と

調

和

す

る

と

は…
…

！
サ

ク

サ

ク

と

し

た

食

感

の

後

に

、

な

め

ら

か

で

ク

リ

ー

ミ

ー

な

ポ

テ

ト

が

舌

を

包

み

込

む…
…

」

貴

族

A

（

満

面

の

笑

み

で

）

「

ワ

ダ

パ

オ

の

ス

パ

イ

ス

と

、

日

本

の

生

地

の

優

し

い

甘

さ…
…

ま

る

で

東

西

の

文

化

が

ひ

と

つ

に

溶

け

合

っ

た

か

の

よ

う

な

味

わ

い

！

」
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貴

族

B

（

目

を

閉

じ

て

う

っ

と

り

と

）

「

コ

リ

ア

ン

ダ

ー

の

ほ

の

か

な

苦

み

が

、

バ

タ

ー

の

コ

ク

と

合

わ

さ

っ

て…
…

噛

む

ご

と

に

味

の

層

が

増

し

て

い

く…
…

こ

れ

は

芸

術

作

品

だ

！

」

（

王

侯

貴

族

た

ち

は

、

言

葉

を

失

っ

た

よ

う

に

た

い

焼

き

を

食

べ

進

め

る

。

ト

ム

は

ド

ヤ

顔

で

腕

を

組

む

）

貴

族

C

（

興

奮

気

味

に

）

「

こ

れ

は

、
ぜ

ひ

と

も

イ

ン

ド

に

来

て

我

々

に

振

る

舞

っ

て

い

た

だ

き

た

い

！

」

ト

ム

（

目

を

輝

か

せ

て

）

「

オ

ー

マ

イ

ガ

ー

！

イ

ン

ド

デ

ビ

ュ

ー

！

？

ワ

タ

シ

、

も

ち

ろ

ん

行

き

ま

す

！

」

（

魚

住

は

遠

い

目

で

た

め

息

を

つ

く

）

魚

住
（

ぼ

そ

り

）

「

な

ん

で

こ

ん

な

展

開

に

な

る

の…
…

？

」
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第
四
幕
：
イ
ン
ド
大
使
館
で
の
披

露（

豪

華

な

イ

ン

ド

大

使

館

の

ホ

ー

ル

。

大

理

石

の

床

、

煌

び

や

か

な

シ

ャ

ン

デ

リ

ア

の

下

で

、

上

流

階

級

の

イ

ン

ド

人

た

ち

が

華

や

か

に

談

笑

し

て

い

る

。
ト

ム

と

魚

住

は

大

使

館

の

厨

房

で

、

次

々

と

ワ

ダ

パ

オ

た

い

焼

き

を

焼

き

上

げ

て

い

た

）

魚

住
（

汗

を

拭

い

な

が

ら

）

「

こ

ん

な

に

大

量

に

作

る

な

ん

て

聞

い

て

ま

せ

ん

よ…
…

！

」

ト

ム
（

余

裕

の

笑

顔

）

「

エ

ン

タ

ー

テ

イ

ン

メ

ン

ト

は

量

も

大

事

デ

ス

！

」

（

テ

ー

ブ

ル

に

並

べ

ら

れ

た

熱

々

の

た

い

焼

き

。

イ

ン

ド

の

王

侯

貴

族

た

ち

が

興

味

津

々

に

集

ま

る

）
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貴

族

A

（

熱

々

を

手

に

と

り

）

「

ほ

ほ

う…
…

ま

る

で

黄

金

に

輝

く

魚

の

よ

う

だ…
…

で

は

、

い

た

だ

こ

う

！

」

（

か

じ

る

。

カ

リ

ッ

！

外

側

の

薄

皮

が

砕

け

、

中

か

ら

と

ろ

け

る

よ

う

な

ポ

テ

ト

フ

ィ

リ

ン

グ

が

溢

れ

る

。

バ

タ

ー

の

香

り

と

ス

パ

イ

ス

の

辛

味

が

絶

妙

に

混

ざ

り

合

う

）

貴

族

A

（

目

を

見

開

く

）

「

ん

ん

ん

ん

ッ

！
！
！
」

貴

族

B

（

す

か

さ

ず

口

に

運

ぶ

）

「

こ

れ

は…
…

！
！
甘

く

て

香

ば

し

い

生

地

の

あ

と

に

、

じ

ゅ

わ

っ

と

広

が

る

ス

パ

イ

ス

の

衝

撃…
…

！
」

貴

族

C

（

思

わ

ず

涙

ぐ

む

）

「

こ

れ

は

も

は

や

た

い

焼

き

で

は

な

い…
…

料

理

の

革

命

だ…
…

」

（

会

場

が

熱

狂

す

る

。

貴

族

た

ち

は

次

々

と

た

い

焼

き

を

手

に

取

り

、

歓

喜

の

声

を

あ

げ

る

）
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貴

族

D

（

感

動

に

震

え

な

が

ら

）

「

こ

ん

な

美

味

を

生

み

出

し

た

ト

ム

殿…
…

ぜ

ひ

、

我

々

の

宮

殿

で

も

振

る

舞

っ

て

い

た

だ

き

た

い

！

」

ト

ム
（

ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

）

「

ワ

タ

シ

の

た

い

焼

き

が

、

つ

い

に

世

界

へ

羽

ば

た

く

！

」

魚

住
（

呆

れ

つ

つ

微

笑

む

）

「…
…

こ

こ

ま

で

来

た

ら

、

も

う

応

援

す

る

し

か

な

い

で

す

ね

」

第
五
幕
：
帰
国

（

成

田

空

港

。
ス

ー

ツ

ケ

ー

ス

を

引

き

な

が

ら

、

ト

ム

と

魚

住

が

疲

れ

切

っ

た

様

子

で

歩

い

て

い

る

。

ト

ム

は

肩

を

ぐ

る

ぐ

る

回

し

な

が

ら

、

大

き

な

た

め

息

を

つ

く

）

ト

ム
（

肩

を

回

し

な

が

ら

）

「

王

侯

貴

族

を

相

手

に

す

る

の

は

、

マ

ッ

サ

ー

ジ

が

必

要

デ

ス…
…

肩

が

凝

る

！

」
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魚

住
（

苦

笑

し

な

が

ら

）

「

た

い

焼

き

屋

が

そ

ん

な

こ

と

言

う

日

が

来

る

と

は

思

い

ま

せ

ん

で

し

た

よ…
…

」

（

二

人

は

出

迎

え

の

少

な

い

早

朝

の

到

着

ロ

ビ

ー

を

歩

く

。

が

、

突

然

、

ス

マ

ホ

の

通

知

音

が

鳴

り

響

く

）

魚

住
（

画

面

を

見

て

目

を

丸

く

す

る

）

「…
…

ト

ム

さ

ん

、

大

変

で

す

！

」

（

魚

住

が

ス

マ

ホ

を

ト

ム

に

見

せ

る

。

そ

こ

に

は

イ

ン

ド

の

王

侯

貴

族

た

ち

が

大

使

館

で

た

い

焼

き

を

頬

張

る

姿

が

バ

ズ

っ

て

お

り

、
『#

ワ

ダ

パ

オ

た

い

焼

き

』
『#

ロ

イ

ヤ

ル

ス

ナ

ッ

ク

』
の

タ

グ

と

共

に

爆

発

的

に

拡

散

さ

れ

て

い

る

）

ト

ム
（

ニ

ヤ

リ

と

し

な

が

ら

）

「

フ

フ

フ

、
ワ

タ

シ

の

た

い

焼

き

、

グ

ロ

ー

バ

ル

進

出

デ

ス

ネ

！

」
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（

そ

の

と

き

、

周

囲

に

い

た

乗

客

た

ち

が

ざ

わ

つ

き

始

め

る

）

通

行

人

A
（

ス

マ

ホ

を

見

な

が

ら

）

「

あ

れ

！
？

こ

の

人

、

た

い

焼

き

ト

ム

じ

ゃ

な

い

！

？

」

通

行

人

B

（

興

奮

し

て

）
「

本

物

！
？

マ

ジ

で

！
？

す

げ

ぇ

、

あ

の

イ

ン

ド

の

動

画

見

た

よ

！

」

通

行

人

C

（

ト

ム

に

駆

け

寄

る

）

「

ワ

ダ

パ

オ

た

い

焼

き

、
こ

こ

で

売

っ

て

な

い

ん

で

す

か

！
？

食

べ

た

い

！

！

」

（

あ

っ

と

い

う

間

に

人

だ

か

り

が

で

き

る

。

ス

マ

ホ

を

向

け

ら

れ

、

ト

ム

は

得

意

げ

に

ポ

ー

ズ

を

と

る

が

、

魚

住

は

疲

れ

切

っ

た

顔

で

呟

く

）

魚

住

（

ボ

ソ

ッ

と

）

「…
…

帰

っ

て

き

て

も

、

休

め

な

い

ん

で

す

ね

」

（

そ

こ

へ

、

た

い

焼

き

ト

ム

の

店

の

常

連

客

・

川

村

が

駆

け

寄

っ

て

く

る

）
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川

村

（

息

を

切

ら

し

な

が

ら

）

「

お

か

え

り

！

あ

の

さ

、

テ

レ

ビ

局

か

ら

取

材

依

頼

が

来

て

る

よ

！
そ

れ

と

店

の

前

、
大

行

列

に

な

っ

て

る

！
」

ト

ム
（

目

を

輝

か

せ

て

）

「

グ

レ

イ

ト

！
こ

れ

ぞ

ワ

タ

シ

の

求

め

て

い

た

未

来

デ

ス

！

！

」

魚

住

（

額

を

押

さ

え

て

）

「

休

ま

せ

て

く

れ…
…

」

（

疲

れ

切

っ

た

魚

住

と

は

対

照

的

に

、

ト

ム

は

嬉

々

と

し

て

飛

行

場

の

人

々

に

手

を

振

る

。

こ

う

し

て

、

『

ワ

ダ

パ

オ

た

い

焼

き

』

は

一

大

ブ

ー

ム

と

な

り

、

た

い

焼

き

ト

ム

の

伝

説

は

ま

た

新

た

な

幕

を

開

け

る

の

だ

っ

た―
―

）

（

エ

ン

ド

ロ

ー

ル

と

共

に

、

た

い

焼

き

ト

ム

の

店

の

前

の

長

蛇

の

列

、S
N
S

で

の

絶

賛

コ

メ

ン

ト

、

ワ

ダ

パ

オ

た

い

焼

き

を

真

似

し

て

作

る

人

々

の

映

像

が

流

れ

る

。

最

後

に

『T
o
be

continued…

？

』

の

文

字

が

浮

か

び

上

が

る

）
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第

一

幕

（

約

1
5

分

）

・
た

い

焼

き

ト

ム

の

日

常

描

写

（

店

の

雰

囲

気

・

ト

ム

と

魚

住

の

や

り

取

り

）

・
ワ

ダ

パ

オ

た

い

焼

き

の

開

発

＆

試

作

・
魚

住

の

困

惑

と

ト

ム

の

自

信

第

二

幕

（

約

2
0

分

）

・
ワ

ダ

パ

オ

た

い

焼

き

販

売

開

始

・
客

た

ち

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン
（4

人

の

飯

テ

ロ

シ

ー

ン

）

・S
N
S

や

口

コ

ミ

で

話

題

に

な

り

、

大

盛

況

第

三

幕

（

約

1
5

分

）

・
イ

ン

ド

の

王

侯

貴

族

が

来

店

・
王

侯

貴

族

た

ち

の

絶

賛

＆

飯

テ

ロ

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

（4

人

の

詳

細

な

描

写

）

・
「

ぜ

ひ

イ

ン

ド

で

振

る

舞

っ

て

ほ

し

い

！
」→

ト

ム

快

諾

第

四

幕

（

約

2
0

分

）
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・
イ

ン

ド

大

使

館

で

の

た

い

焼

き

イ

ベ

ン

ト

・
王

侯

貴

族

た

ち

が

食

べ

る

シ

ー

ン

を

濃

密

に

描

写

（4
人

の

飯

テ

ロ

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

）

・
ト

ム

、

イ

ン

ド

で

の

成

功

を

確

信

第

五

幕

（

約

1
5

分

）

・
帰

国

後

の

疲

労

＆

余

韻

・
日

本

で

の

爆

発

的

な

反

響

＆

店

の

行

列

・
ト

ム

の
「

グ

ロ

ー

バ

ル

進

出

！
」
宣

言

で

締

め
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